
空 き 家 等 撤 去 促 進 事 業 Ｑ ＆ Ａ

前
に
必
ず
業
者
へ
相
談
し
、
見
積
書
を
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
の
事
業
は
、
20
件
分
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

申
請
が
多
い
場
合
は
、
翌
年
度
に
事
業

を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
の
活
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
役
場
の
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

津
別
町

空
き
家
等
撤
去

促
進
事
業

空
き
家
・
廃
屋
を
自
主
的
に
取
り
壊
す
方
に

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

■
対
象
と
な
る
家
屋

３
年
以
上
使
用
し
て
い
な
い
、
ま
た
は

今
後
使
用
す
る
見
込
み
の
な
い
空
き
家
と
、

放
置
さ
れ
た
ま
ま
荒
廃
し
て
い
る
廃
屋
が

対
象
で
す
。
範
囲
は
、
い
ず
れ
も
住
宅

（
店
舗
等
と
の
併
用
住
宅
を
含
む
）
と
そ
れ

に
附
属
す
る
物
置
な
ど
の
附
属
家
の
み
で

あ
り
、
工
場
や
倉
庫
は
該
当
に
な
り
ま
せ

ん
。

■
対
象
と
な
る
所
有
者

町
内
在
住
の
有
無
や
個
人
・
法
人
を
問

い
ま
せ
ん
。
所
有
者
が
代
理
の
方
に
申
請

を
依
頼
す
る
場
合
は
、
委
任
状
等
の
書
類

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
事
業

津
別
町
内
の
業
者
が
取
り
壊
し
を
行
う

場
合
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。
町
外
の
業

者
が
請
け
負
う
も
の
、
ま
た
、
個
人
が
行

う
も
の
は
対
象
外
で
す
。

■
対
象
と
な
る
金
額
・
補
助
額

対
象
と
な
る
工
事
金
額
は
50
万
円
以
上

で
す
。
補
助
額
は
、
工
事
金
額
の
２
分
の

１
以
内
と
し
、
50
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

実
質
の
補
助
額
は
、
25
万
円
か
ら
50
万
円

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
申
請
す
る
場
合
、
業
者
か
ら
の

見
積
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請

全
国
的
に
も
空
き
家
や
廃

屋
の
増
加
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

居
住
者
が
お
ら
ず
、
十
分

な
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
こ

れ
ら
の
家
屋
は
、
町
の
景
観

を
損
ね
る
ほ
か
、
倒
壊
の
恐

れ
や
治
安
の
悪
化
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
良
好
な
生
活
環

境
を
守
り
、
美
し
い
景
観
向

上
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、
今
年
度
も
こ
の
よ
う
な

家
屋
を
自
主
的
に
取
り
壊
す

方
に
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
「
津
別
町
空
き
家
等
撤
去

促
進
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
　
水
道
住
宅
グ
ル
ー
プ
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Ｑ
　
建
て
替
え
を
目
的
と
し
て
、

古
い
住
宅
を
壊
し
た
場
合
は
、

対
象
と
な
る
？

Ａ
　
住
宅
の
建
て
替
え
を
行
う

た
め
の
取
り
壊
し
は
対
象
外

で
す
。

Ｑ
　
取
り
壊
す
と
固
定
資
産
税

が
上
が
る
、
と
聞
い
た
の
だ

が
？

Ａ

住
宅
の
建
っ
て
い
る
土
地

は
、
税
の
軽
減
措
置
が
さ
れ

て
い
る
の
で
、
住
宅
を
取
り

壊
し
た
場
合
、
土
地
の
税
額

が
上
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
担
当
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
申
請
に
必
要
な
書
類
は
？

Ａ
　
申
請
書
類
一
式
は
役
場
の

担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
業
者

か
ら
の
工
事
見
積
書
も
必
要

な
の
で
、
ま
ず
、
町
内
業
者

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

平成平成2626年４月１日から年４月１日から

上・下水道等料金が変わります上・下水道等料金が変わります
消費税率の改定（５％から８％に引き上げ）に伴い、平成26年４月１日から上・下水道等の料金

（使用料）を、増税分の３％を上乗せし変更させていただくことといたしました。

３月31日以前から継続して使用されている場合の新料金は、平成26年４月の検針日以降に使用さ

れる分からの適用（改正消費税法附則第５条第２項の経過措置適用）となるため、平成26年６月請

求分（５月検針分）から変わります。

～消費税率の引き上げに伴い～～消費税率の引き上げに伴い～

【水道料金】家事用基本料金は、現行2,100円が2,160円（60円増）となります。超過料金は11kから20kまでを１k

毎216円（６円増）、20k超を１k毎206円（６円増）になります。

水道料金表（料金表抜粋） 平成26年４月１日適用

【下水道使用料・農業集落排水使用料】基本使用料（一般の汚水）は、現行1,800円が1,852円（52円増）と
なります。超過料金は１k毎185円（５円増）になります。

下水道及び農業集落排水使用料表 平成26年４月１日適用

【個別排水使用料】人槽別に使用料を改定いたします。

個別排水使用料表（使用料表抜粋） 平成26年４月１日適用

問い合わせ先　建設課水道住宅グループ　†76－2151（内線253・254）

※なお、町営住宅本岐第２団地にお住まいの方は、使用者按分方法により2,200円／月が2,263円／月（63円増）となります。


